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ドイツのドラッグ問題に関する先駆的歴史研究である、ブリーゼン (D. Briesen, 
Drogenkonsum und Drogenpolitik in Deutschland und USA, 2005)やホルツァー(T. 
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するヴェストファーレン・リッペ地方連合(Landschaftsverband Westfalen-Lippe：以






































 第 4 章では、ドラッグの需要者側に関する対応策について、1970 年代初頭に構築さ












































上の理由で収容される者の割合が 8割から 9割を占めるようになったのである。 
付言すれば、本論文に結実した塚本君の研究の高い実証性、特に、貴重な史実の発見
という研究上の貢献は、ドイツ本国でも既に認識され始めている。その証左が、本論文
でのドラッグ依存治療に関する部分の一部（4 章の約 3 分の 2 の部分など）から成る、
ヴェストファーレンの地方史研究誌での査読付き学術論文 (R. Tsukamoto, 
“Entwicklung und Krise des psychiatrischen Hilfesystems für Drogenabhängige in 
Westfalen von den 1960er Jahren bis in die 1970er Jahren”, in: Westfälishe 
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た社会的統合の失敗を意味すると言えるのか、といった疑問の考察があったとしたら、
本論文の興味深さは一層増していたことであろう。しかしながら以上の不十分な点の指
摘は、塚本君が今後、研究を深化させ発展させていく上での重要な示唆とも言えるもの
であり、本論文の価値を失わせるものではない。 
 
 以上の理由により、審査委員会は全員一致して、塚本遼平君の学位請求論文が博士（経
済学）の学位を授与されるに十分値するものであるとの結論に達した。 
 
 
